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農林水産業への影響と適応策
農研機構農業環境研究部⾨気候変動適応策研究領域 ⻄森基貴
内容：農林水産省気候変動適応計画をベースに、農業(含
畜産)、林業(森林)および水産業における気候変動の影響
と適応策の評価に関する既往成果のレビューとS18-2等で
進行中の最新成果を紹介する。

S18-2: 同じフレームワークで網羅的に影響・適応の全国評価
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農林⽔産業影響・適応：背景と課題

⽇本の農畜産業（⾷料⽣産）・⽔産業・林業
・⼈⼝減による需要減＋⾼齢化による⽣産(性)減
→産業としての危機
・グローバル化による輸⼊増
→⾃給率低下・⾷料安全保障、価格の不安定化・投機的投資
＋気候変動による影響／海洋環境の変化
・収量（⽣産量）・品質の低下／漁獲⾼変動・⿂種交替
・⾃然(豪⾬)災害による⽣産基盤脆弱化や⼭地災害多発
→→→適応策
〇IncrementalからTransformativeまで
・作期移動・栽培管理、品種・樹種改良、養殖推進・技術向上
→例：適地北上(梅・⻑野、桜桃・北海道)・亜熱帯果樹導⼊、近⼤マグロ
道北・道東での稲作(基盤整備要)

〇経済評価と産業としての持続可能性
〇適応・緩和のシナジー・コンフリクト(特に林業・森林)
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（農林水産省気候変動適応計画：2021年10月）
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農林⽔産影響・適応：本⽇のまとめ

〇農業における影響評価・適応策
・⽔稲：予測モデル改良→(研究中)⾼温耐性品種導⼊効果
・果樹：着⾊不良発⽣予測→無加温ハウス・新品種ｸﾞﾛｰｽｸｵｰﾈ
・畜産：⾷⾁⽣産予測→(S18研究中)畜舎暑熱対策(⽩屋根･ﾐｽﾄ)
・基盤：豪⾬頻発に対するため池防災⽀援、⽥んぼダム
〇林業・森林分野における影響評価・適応策
・⼭地災害：降⾬パターン解明→（森林整備、治⼭施設）
・⼈⼯林：スギ成⻑モデル⾼度化→＊地域系統選択で最適配置
(研究中)適応策と緩和策のシナジー・コンフリクト
〇⽔産業における影響評価・適応策
(S18研究中)社会経済シナリオによる産業維持可能性検討
・海⾯漁業:サンマ等漁場予測→＊漁場変更、需要／就労状況
・海⾯養殖業：ワカメ→栄養塩と開始⽇、⾼温対策(⼈⼯種苗)


